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京浜河川のＨＰは http://www.ktr.mlit.go.jp/keihin/ 

 

 

 

 
 

   
 

鶴見川流域は、特に下流部の勾配が緩く、また大きく蛇行しているため古くから洪水氾濫を繰り返してき
ました。さらに、昭和３０年代頃から急激な市街化により、水害が起こりやすくなりました。 

昭和５１年の水害を契機に河川だけでなく、流域で水防計画を作る機運が高まり、昭和５４年に鶴見川は、
総合治水対策特定河川となり、河川管理者だけでなく流域の自治体も一緒になって治水対策を行うことにな
りました。今回は、鶴見川流域の市街化状況の変遷と総合治水対策としての『河川対策』『流域対策』『下水
道対策』を紹介します。 

 

 
    

 

 

 
 

 

《河川対策：河道掘削》 

河道を掘ることによって、水の流れ

る断面積を増やしています。鶴見川は、

昭和５０年代後半から大規模に浚渫工

事が行われました。 

これにより流せる量を約２倍にしま

した。 

《河川対策：遊水地》 

川の外側に洪水を一時的に貯め

る遊水地を造り、下流の洪水の危険

を軽減します。 

 鶴見川流域には、鶴見川多目的遊

水地を始め、川和遊水地、恩廻公園

調節池などが整備されています。 

市街化が進むと雨水を地中に浸透させていた

山林や田畑が減少し降った雨は一気に河川へ 

 

（昭和 33年） （昭和 50年） （平成 12年） 
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《流域対策：防災調整池》 

土地を開発する時に雨水を一時的に貯め

る防災調整池を造り、雨水が一気に川へ流れ

込むのを防ぎます。 

鶴見川流域には、平成 22 年度末において

約４，３００基（容量約３００万ｍ３）が整

備されています。 

 

《流域対策：緑地保全・浸透対策》 

山林や農地の保全、雨水浸透桝（マス）

などの浸透施設の設置などにより、雨水の

河川への流出量を減らしています。 

鶴見川でも昭和５０年代初頭までは、堤防や護岸を整備し、洪水被害を防ぐための努力を行ってきまし
た。しかし、流域の市街化のスピードは高まるばかりで、河川対策だけでは流域の安全を確保することは
困難であると考えられるようになりました。そこで、鶴見川の治水対策は、河川管理者及び流域自治体が
協力して行うこととし、昭和５５年９月に鶴見川総合治水対策協議会（現在の「鶴見川流域水協議会」の
前身）が発足し、総合治水対策に本格的に着手することになりました。 

横浜市、川崎市などの指導で行われているマンション建設箇所の防災調整池や下水道管理者が行ってい
る大きな雨水貯留施設なども、治水対策の一環として行われているものです。 
横浜市の下水道管理者が造っている新羽末広幹線（雨水貯留施設）などは、そのトンネル内径（最大）

が 8.5ｍ、延長約２０ｋｍもあり、浸水および治水対策の大きな役割を担っています。 
ここでは、鶴見川の治水対策がどのような形で行われているのかを知って頂くために、『総合治水対策』

について取りまとめまたものです。 

《下水道対策：雨水貯

留施設》 
雨水を一時的に貯

める雨水貯留施設を
造っています。 
横浜市で造ってい

る新羽末広幹線は、ク
ジラトンネルと言わ
れているように、大き
なトンネル状の空間
となっています。  

 

 

 

 
約４３００基（約３００万ｍ３） 


